
 

 

回帰分析 
 

１． 目的 

 

目的変数の数量を推測するものです。 

回帰分析では、目的変数、説明変数ともに数量です。 

なお、予測対象の目的変数は数量ですが、説明変数が定性的なデータの場合には、 

数量化一類を利用します。 

 

ここでは、店舗の売り上げデータを例題に説明します。 

 

会社の店舗の売上高を予測します。 

売り上げの要因としては、 

・販売促進費 

・販売スタッフの人数 

  で、以下のデータが提示されています。 

 

No 営業所 売上高(万円) 広告費(万円) 販売員数(人) 

1 A 8,000  500  6  

2 B 9,000  500  8  

3 C 13,000  700  10  

4 D 11,000  400  13  

5 E 14,000  800  11  

6 F 17,000  1,200  13  

 

計算対象データは、列方向（横方向）に 

ＩＤ、目的変数、説明変数１、説明変数２．．．．と定義することとします。 

 

  この場合は、 

・目的変数は 売上高  Ｙ 

・説明変数１は 広告費 Ｘ1 

・説明変数２は 販売員数 Ｘ2 

  で、一番左に ＩＤ（営業所）を定義します。 

 

説明変数の数の上限は決められてません。この場合は ２つです。 

  予測式は  

 

・Ｙ ＝ ａ0 ＋ a1・Ｘ１ ＋ a2・Ｘ２ ＋ ε （εは誤差） 

 

であり、 Σε２ が 最小となるａ0 ，a1 ，a2 を求めます。 

  



 

 

２． 使用法 

 

（１） メニューの選択 

メニューの「多変量解析→回帰分析」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

（２） パネルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 計算対象データを入力 

 

表計算ソフトに計算対象データを以下のように定義します。 

 
 

上記の表の 赤い部分を コピーして、    を 

クリックすると、以下のように入力が完了します。 

 

データを 

入力する部分 

 

計算結果が 

表示される部分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（４） 計算を実行 

 

「回帰係数の推定」ボタンを押すことで、計算結果が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 計算結果の説明 
 

１）  予測精度について 

 

 
 

予測精度を示す ものとして、 

・ 重相関係数  0.98 

・ 決定係数   0.96 

・ 自由度調整済み決定係数 0.94 

              と表示されています。 

 

重相関係数はこの推定の当てはまり具合をしめすもので、0.0～1.0 の 

     値を取ります。 1.0 に近いほど、推定の精度が高いことを示します。 

  この場合 0.98 ですので、高い精度で推定していることを示します。 

 

  決定係数は重相関係数の二乗で、自由度調整済み決定係数は 

  説明変数の数を考慮して、決定係数に調整を加えたものです。 



 

 

 

２）  分散分析表 

 

 

 

 

 

 

    前提としている予測式 Ｙ ≒ ａ0 ＋ a1・Ｘ１ ＋ a2・Ｘ２ 

    が意味を持つのか？ を示すものです。 

    予測が意味を持たないとは、「回帰係数 ａ1、ａ2  が０である」ことを 

       帰無仮説として検定を行うもので、上記の「結果」欄が “有意でない” 

       場合に、帰無仮説が採択されます。 

       上記では「結果」欄が “有意” となっているので、 

予測が意味を持たないとは言えない 

ことを意味します。 

 

３）  説明変数の評価 

 

 

 

 

 

 

 

    モデル式 Ｙ ＝ ａ0 ＋ a1・Ｘ１ ＋ a2・Ｘ２  において、 

     回帰係数は、 

           定数項  ａ0  は 1148.148 

       広告費  ａ1  は 7.86 

       販売員数 ａ2  は 539.09 

     であることを示しています。 

     また各回帰係数の t値は、回帰係数としての有意性を検定するもので、 

       広告費について  5.54 

       販売員数について 3.62 

  となっています。 

  この値は回帰係数が０であるかの判断の参考となり、 t値の絶対値が 

おおむね 2.0以上ならば 0でないと判断します。 

少し詳しく言うと、t値 = (回帰係数-0.0)/標準誤差 は、 

自由度(n – k – 1) (n:個数、k:変数) のｔ分布に従うので、上記で 

計算される t値が、「回帰係数＝0.0 とする帰無仮説」の採択域から 

外れていれば、帰無仮説は棄却されます。 

（つまり回帰係数は０でないと言える） 

さらに各回帰係数の p値は、t 値から計算される有意確率です。 

       広告費について  1.15 (%) 

       販売員数について 3.61 (%) 

  でいづれも 有意水準（この場合５％）以下ですので、 

説明変数として意味を持つことを示します。 



 

 

     更に、標準化回帰係数は、 

       広告費  ａ1  は 0.687 

       販売員数 ａ2  は 0.448 

     となっています。 

     標準化しない場合の、回帰係数は 

       広告費  ａ1  は 7.86 

       販売員数 ａ2  は 539.09 

     ですが、両変数が扱うスケールや単位は異っているので、 

単純にその係数値で 効果の大きさを判定するのは無理が 

あります。 

そこで数値を標準化して計算することで、係数の大小を比較 

しやすくするものです。 

 

最後の偏相関係数は、目的変数と説明変数との相関係数から、 

説明変数間の相関関係を取り除いたものになります。 
 

（６） 数式の当てはまり具合を表示 

 

ボタンを押すことで表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力値の順に左からデータがプロットされています。 

赤い点は入力値、緑の点は推計値を示すものです。 

各々の点を線で結ぶことで、推計がうまくいっているのかを  

直観で分かりやすいように 表示しています。 

 

 

 



 

 

（７） 散布図（単回帰のみ） 

 

単回帰（説明変数が１つのみ）の場合に限りますが、計算結果と 

入力データとの散布図を 描画できます。 

を押すことで、散布図が描画できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  赤い点が入力データで、緑の線が計算結果を表わします。 

  多変量（説明変数が２つ以上）の場合には、変量の単位、スケールが 

  異なる為、図での表示が意味をなさないことがあるため、単回帰のみの 

  機能となっています。 

 

（８） 回帰式による予測 

 

を押すことで、推計を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

広告費と、販売員数とに 数値を代入して、売り上げの期待値と、 

信頼区間を 計算できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広告費に ６００万円、販売員に １０名を指定すると、 

売り上げの期待値は １１，２５５万円、 

その信頼区間は （１０，１３７～１２，３７３）万円 と 

計算されます。 

 

  



 

 

（９） 変数を計算対象から外す 

 

入力データによっては、説明変数が回帰分析において有意でない場合が 

あります。 

その場合、説明変数を省いて 再計算するなどの処理を行います。 

 

ここでは、高校生の身長、体重、胸囲を計測したデータを例に説明します。 

 

２０人分のデータは 以下です。 

 

ID 身長 体重 胸囲 

1 167.0  84.0  61.0  

2 167.5  87.0  55.5  

3 168.4  86.0  57.0  

4 172.0  85.0  57.0  

5 155.3  82.0  50.0  

6 151.4  87.0  50.0  

7 163.0  92.0  66.5  

8 174.0  94.0  65.0  

9 168.0  88.0  60.5  

10 160.4  84.9  49.5  

11 164.7  78.0  49.5  

12 171.0  90.0  61.0  

13 162.6  88.0  59.0  

14 164.8  87.0  58.4  

15 163.3  82.0  53.5  

16 167.6  84.0  54.0  

17 169.2  86.0  60.0  

18 168.0  83.0  58.8  

19 167.4  85.2  54.0  

20 172.0  82.0  56.0  

 

身長に対して 体重が大きく、特殊な部活動の生徒のデータのように 

見えますが、それはともかく、 
   

モデル式 Ｙ ＝ ａ0 ＋ a1・Ｘ１ ＋ a2・Ｘ２  として、 

・目的変数は 身長  Ｙ 

・説明変数１は 体重  Ｘ1 

・説明変数２は 胸囲  Ｘ2 

で計算します。 

 



 

 

計算結果は以下です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  良い精度ではないようです。 当てはまり具合を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重相関係数は ０．６４ で良い精度の推定とは言えなさそうです。 

分散分析の結果は有意ですので、全くダメというわけではありませんが。 

 

回帰係数の有意性について、p値、t 値を見てみます。 

  ・体重 については  t値 -1.64、 p値 11.8(%) 

・胸囲 については  t値  3.28、 p値 0.44(%) 

ということですので、少なくとも、体重は推定にあまり役に立っていない 

ものと思われます。 （体重の行を色づけして警告してます） 



 

 

そこで、体重を 今回の推定から外すことにします。 

入力のグリッドの ヘッダ部分 “体重”を 右クリックします。 

すると 当該変数を 計算対象から 外すかどうかを聞いてきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     計算から除外された変数が赤く表示されます。 

             

 

 

 

 

体重を除外して、胸囲だけで推定した結果は以下です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


